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Ⅲ．おわりに―途上国社会運動研究の課題― 
 
前節で述べたように、非西欧社会の社会運動を研究することは、西欧社会を前提に作ら

れてきた社会運動の理論に対する新たな貢献につながる可能性をもっている。とりわけ途

上国社会は、経済、政治、社会の各面で西欧社会との違いが大きい。そして途上国におい

ても様々な社会運動が起きているから、研究の素材には事欠かないのである。 
ところが途上国の社会運動を対象とした研究は、もっぱら社会運動の発生を途上国のマ

クロの経済的、政治的構造から直接導く形をとっている。例えば新しい社会運動論の創始

者でもあるトゥレーヌは、途上国の社会運動を階級闘争、権力奪取運動と規定する（梶田, 
1985）。先述のようにトゥレーヌは先進国の社会運動を脱産業社会の社会改良運動とみなし

たのだから、それとの対照は際だっている。トゥレーヌによると、途上国は先進国による

コントロールを受け、周辺資本主義の役割を負わされている。国内では民族に分裂してい

て、国家官僚の権力が大きい。こうした状況で社会運動は、社会変革を妨げている従属、

低開発状態に対する行動として表れるという。こうして途上国の社会運動は、 ①狭義の「階

級闘争」、②外部に対する民族闘争、③近代化や発展との関わりを持った闘争、となる (ト
ゥレーヌ, 1989)。このようにトゥレーヌは、途上国を産業資本主義段階あるいは世界資本

主義システムにおける従属国と規定して、そうしたマクロの社会経済的特徴から社会運動

のあり方を論じている。世界資本主義システム論のアミンも第三世界において新しい社会

運動の意義を否定し、周辺部では、人民階級は国家から何も期待できないのであるから、「社

会革命」という言葉はまだ有効である、と言い切っている(Amin, 1993)。 
一方では、より社会改良的社会運動の可能性を主張する論者もいる。ハインズ

(Haynes,1997)は途上国における社会運動の担い手として action group に注目する。ハイン

ズによれば、途上国では貧困化、不平等の進行などと相まって、権力の中央集中が進み、

民主化への要求が高まる。それによってできた政治環境が、action group にスペースを与

え、action group の活動が活発化する。言い換えると、経済的なパフォーマンスが良くな

いこと及び民主的なスペースの存在が、第３世界において action group の基礎を提供して

いるというのである。 
ハインズはアジア、アフリカ、ラ米と地域を分けて、環境運動、民族運動、女性の運動

などイシューごとに社会運動の状況を述べている。地域と分野を広くカバーしているが、

記述されるのはいくつかの NGO の活動事例のみである。また、action group 発生の条件を

単にマクロの経済環境と政治環境からのみ説明している。実際の生成過程・メカニズムと

環境要因をつなぐ論理は見られない。あたかも一定の環境があれば自然と運動が起こるか

のようである。 
ハインズ以外でも、Oommen(1997)、Wignaraja(1993)、Mamdani 他(1993)などは、途

上国の社会運動を産業資本主義段階の革命や従属論的な規定によるのではなく、個々の途

上国社会がもつ固有性や実態に即した説明が必要とする。しかし彼らも固有文化や実態を
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どう分析枠組みに入れるのかを示していない。 
このようにみると、McAdam 等(1997)が嘆いたことも頷ける。 
紛争的政治（contentious politics）の比較研究における理論は、西欧社会における改革

運動から導かれたものである。西欧世界以外の研究はしばしば社会運動理論の概念や分

析装置を借りてくるが、真の意味で西欧社会の分析と対話をしているとはいえない。し

ばしばそれは文化的な特異性で片づけられてしまう。世界の違ったところで起きる現象

を統一的に説明するような変数にする努力がなされない。その結果、西欧民主社会と第

三世界での運動研究者はそれぞれ異なった語彙で語り、特殊論に陥ったり、世界の大き

な部分を除いたデータを使いながら広く理論化ができていると思いこんだりしてしま

う。 
以上のように、途上国における社会運動研究は、既存理論でいえば古典派（特にその構

造論）の段階にとどまっており、そうした構造的特色を実際の集団行為にまで結びつける

諸要素に関する分析が欠落している。 
したがって、途上国における社会運動研究には以下のような課題が立ちうるであろう。

ひとつには、大衆の存在状況と制度変革行為を選択する意識との連関を明らかにすること

である。途上国に関する既存研究は、「貧困故に立ち上がる」といった単純な図式のもので

あった。しかし貧困という存在状況が制度変革的行為を忌避する、あるいはそのような行

為を想起すらできないという意識状況を規定している可能性もある。貧困や抑圧というよ

うな大まかな存在状況の規定だけでは、制度変革を志向する主体の意志決定を説明できな

いのである。こうした論理の飛躍を克服するには、存在状況（客観的、主体的条件）のよ

り詳しい把握、制度変革意識を導いた外部からのインパクトを明らかにしなくてはならな

い。それによって誰が、なぜ、変革を志向したのかが明らかになるだろう。 
第２に、集合行為が生成する過程を明らかにすることである。自動的に制度変革意識が

生まれるのではないのと同様に、集合行為の形成も自動的には進まない。人々のどのよう

な組織経験、どのような外部からの働きかけ、組織化の機会が、実際の組織化を可能にし

たのだろうか。 
第３に、集合行為がどのようにして権力者の意志決定に影響力を及ぼすのかを明らかに

することである。権力者側の統治の構造、メカニズムを明らかにしなければ、社会運動の

側がとる戦略の意味も理解できない。 
以上のように、社会運動が発生し、それが何らかの制度変革に結びつくまでの３つの段

階で、実態をふまえた分析が必要である。その際、途上国という場を対象とすることによ

るいくつかの留意点がある。 
ひとつは制度変革行為に立ち上がるのは、必ずしも一般大衆ではないかもしれない、と

いうことである。構造が規定する貧困その他の問題を抱える人々ではなく、その代弁者（例

えば NGO）が立ち上がる場合が往々にしてある。その場合、立ち上がる人々の意識を規定

する構造と制度変革の受益者の意識を規定する構造とは同じではない。第２に、社会運動
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の担い手はきわめて資源に乏しい場合が多い。制度変革の受益者は通常きわめて貧困であ

り、代弁者も国内から資源を調達できない場合が多い。いきおい外国ドナーが資源提供者

として重要になるが、大量の動員を可能にするほどの資源が得られることはほとんどない

し、政治的イシューに関わる資源提供には消極的なドナーも多い。３つ目は、コミュニテ

ィなどの社会的紐帯は、制度変革的動員の道具になる場合もあるが、逆にそれを抑制する

要因にもなるということである。同じ社会組織の中に、異なった（あるいは利害の対立す

る）階層が含まれることはしばしばある。非西欧社会における社会関係資本は、西欧社会

で想定されているような目的に応じて自由に使える道具制度ではない。４つ目として、社

会運動の担い手が大衆の代理人である場合、通常彼らは階層的にはエリートに属すること

を指摘したい。NGO の幹部は大卒の場合が多く、学生時代からの知己はむしろ権力側に多

くいる。そうしたネットワークを社会運動に動員する場合がしばしばある。また運動家は

その知的能力を用いて影響力を及ぼすことに長けている。大量の大衆動員が容易ではない

分、こうしたエリートとしての能力や条件を用いた社会運動が起きる。最後に、政治機会

の構造が先進国のそれと大きく異なっている場合がしばしばある点にも注意が必要である。

極端な場合は、民主的政治制度という対象制度を求めるのに、もちいることのできる道具

制度がきわめて限られている場合もある。 
こうした特色をおさえながら途上国の社会運動が実証的に研究されていけば、制度論、

社会運動理論への理論的貢献にもつながるであろう。本稿で見てきたように、制度論は権

力無き人々の制度変革を理論に取り込めておらず、社会運動論は制度に規定された人々の

変革行動を意識的に分析してこなかったからである。 
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